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水 元 昇

はじめに

皆さん、こんにちは。本 日は大変にありが とうございます。

今 日は、「創立者 と人問 ・松下幸之助 一人を育て、人を創る人間 リーダーの語 らい一」 と

題 してお話をさせていただきます。まず、このテーマにっいて、私 と幸之助の出会いから話を

してまい ります。と言いましても、もちろん直接の出会いがあった とい うわけではあ りません。

最初は活動報告的になるかもしれませんが、お聞きいただきたいと思います。

なお、本来はすべて 「松下幸之助氏」 としなければならない ところですが、私自身学術的に

も論文では 「幸之助」 と呼ぶことに慣れてきましたし、公人 として、また、親しみも込めてこ

こではすべて 「松下幸之助」「幸之助」と呼ばせていただくことを最初にお断 りさせていただき

ます。

松下幸之助といえば、ある年代からうえの人にとっては幸之助の名前を知 らない人はいない

と思います。戦後の 日本経済を立て直した人物の1人 として、あま りにも有名な人。生きてい

れば109歳 。1989年に94歳 で亡くな りましたが、20世紀の戦後 目本の代表的な経営者の1人 です。

幸之助一代で松下電器を創業し、今日の松下グループとして発展しました。世界の松下となっ

ている、ナショナル ・パナソニックとい うブランドは有名です。幸之助は、立志伝中の人物 と

い うだけでなく、その経営哲学は 日本のみな らず世界中から注目され、20世 紀が生んだ経営者

としては一流の生き方をした人物 といわれています。中には、「経営の神様」と評す る人までい

るぐらいです。

私は創価学園 ・大学の4期 生です。私が一番初めに創立者 と幸之助の出会いを知ったのは、

創価大学4年 生のころです。私は故郷の福岡で友人 と共に、当時、松下電送の会長であった木

野親之さんが体験談 として、感動的に語 られた 「幸之助 と創立者の出会い」を聞いた時で した。

これほどまでに創立者を慕 う幸之助の素直な心に感動しました。

友人と2人 で感動 して、「我々も頑張ろう」 と決意したことを覚えています。

私はその後、大学院へ進み、苦労を乗 り越えて短大の教員 として教鞭をとらせていただくこ

とにな りました。その中で一貫して目本の経営システムにっいての研究を進めてきました。ち

ょうど10年ぐらいたった時、一っの決意 をしました。それは、創立者が創価大学に与えられた

テーマの一っである、「人間主義経営」とい うことに挑戦 したい とい うことで した。その意味で、

「人間主義 と企業経営」というテーマを私のライフワークに決めました。

しか し、何から手をつけていいかわかりません。その時、私が最初に選んだのが、実は 「松

下幸之助」研究でした。短大生と共に1年 間、皆で必死に研究しました。その時、関西にある
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松下資料館や松下電池工場などに行き、そこでさまざまな方々にもお会いし、幸之助の理念が

実際に息づいているのかも研究しました。その中で最 も感動的だったのは、松下電池工場での

ある女性従業員の素直な言葉でした。彼女は、「会社の中でいろんな悩みを抱えてきましたが、

幸之助の哲学 を学ぶにっれて、一番大事なことは自分 自身が変わることだと気づきました。悩

みを克服するのには3っ しかあ りません。1っ は上司や周囲に変ってもらうこと。もう1っ は

逃げてしまうこと。そして、3っ 目は自分が変わることです。その中で、一番簡単で実現可能

なのは、自分 を変えることだと気づきました。そのことに気づいて実践し始めると、自分 も軽

くなり、のびのびと仕事に人生に取り組めるようになりました。また、職場 も明るくなりまし

た」と語 られたのです。まるで短大生の心とまったく同じなのです。堂々と語る女性従業員の

姿に、幸之助の哲学 とは、まさに 「人間革命」の哲学そのものだと気づかされました。

その時、短大生が必死でまとめた卒業論文集 を、松下資料館の方へ御礼としてお届けしたと

ころ、実は、資料館の方から、「松下グループの社長会で、みなさんの素晴らしい研究の成果を

紹介 しましたよ」と言われたのです。卒業論文集をわざわざ紹介 して下さり、今、松下資料館

に置いていただいております。

今回、創価教育研究センターの取 り組みの一っとして、創立者研究に本格的に取り組むこと

になりました。そこで、私のできるテーマを考えた時、何 としても 「創立者 と幸之助の歴史を

残 したい」と決意をしました。

それで、まず全体像をっかみ、真実の歴史を残せるように、私はこの夏、関西の松下資料館、

創立者 との語 らいの舞台の一っでもあった関西学園、そして、当時、その出会いに関わられた

方々にお話 を伺 うことから始めました。木野親之さんにもお会いしてきました。特に、木野さ

んは創立者 と幸之助の橋渡し役 として、ほとんどの語 らいに参加 された方です。木野 さんは大

阪大学在学中に、幸之助を慕い、松下電器に飛び込みました。その後、信仰 と出会い、一生を

経営では松下幸之助を、そして、人生では創立者 を師と仰いで生き抜いてこられた方です。木

野さんの著書に、『松下幸之助 叱られ問答』『幸之助の教え 人力車は消えず』がありま して、

この本を読む と、いろんな事がよく分かってきます。最近、一時健康を損なわれ大変な状況で

したが、今は元気にな り、「幸之助の理念 と創立者の理念を語 り継 ぐ」との決意に燃えて、忙 し

い 日々を送っておられます。

また、今回の調査の中で、幸之助が戦前、一番初期に作った教育機関である店員養成所の1

期生でもあり、ずっと幸之助の下で、また、創立者 を師と仰ぎながら、定年後、80歳 まで企業

教育を通して社会貢献をされてきた新屋純之輔さんにも出会いました。牧口先生が提唱されて

いた半 日学校制度が実は、当時、幸之助の作った学校の考え方とまったく同じであったことに

注 目され、それを何 とか立証したいとの万感の決意を語って下さいました。

当時、幸之助の自宅秘書であった松下資料館の支配人の御紹介で、往復書簡を交わされた際

に、PHP研究所の研究部長 として実際に関わられた方にもお話を伺 うことができました。そ して、

最近には、ずっと秘書 として幸之助 と創立者 の出会いをすべて見てこられた方にも話 をお伺い

することができました。すべてが感動の連続で した。

今回のお話で伝えたいことは山ほどたくさんあるのですが、私の研究もまだこれからです し、

何 とか纏めたいと思っていますが、そのスター トとして、今 日は 「創立者が幸之助氏について

語 られていること」を中心に、当時のエピソー ドなどを交えてお話をさせていただきたい と思

います。
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1.松 下幸之助 について

前置きが長くな りましたが、まず、松下幸之助氏にっいて簡単に述べて見たいと思います。

短大生に聞いたところ、「名前は知っていても、ほとんど何をした人かは分かっていない」とい

う学生がたくさんいました。幸之助が亡くなってから15年 も経つ と、若い世代ではほとんど知

らない人も増えてきています。今 日、お集ま りになった皆様は、もちろんそんなことはないと

思いますが、いかがでしょうか。

先ほど、紹介 したように、「幸之助」と呼び捨てにされるほど皆さんの心に残 った人です。「経

営の神様」などとも呼ばれていますが、その人間的な魅力 と経営理念の素晴 らしさには、日本

だけでなく世界から高い評価を得ています。かつて、大手新聞社が実施 したアンケー トでは、

日本人の人気ナンバーワンに数えられたこともあります。また、紅 白の審査員などにも選ばれ

ており、その人間的魅力もかつて国民的英雄であった長島茂雄や美空ひばりを抑えて、堂々の

ナンバーワンに輝いた とい うのです。

「物を作る前に人を作れ」とは、最も有名な言葉です。新聞記者から 「松下電器は何を作っ

ているのですか」と聞かれたら、「松下電器は人を創っています。あわせて製品も作っています」

と答えたとい うエ ピソー ドは有名な話です。人間が誰よりも好きで、企業は人間の幸福のため

にあると言 う哲学がその根底にあ ります。経営哲学の中には、「素直な心」や 「衆知を結集する

こと」の大切さ、そ して、企業人が 「社会的使命感に立っこと」の重要性、「ダム式経営」や 「水

道哲学」など、多くの名言を残 しています。

特に、幸之助がいった言葉の中で、「道」や 「青春」 とい う言葉は有名 になりました。かっ

てその言葉 を机に置いて、頑張っていた短大生もいました。「自分には自分に与えられた道があ

る。広い時もある。せまい時もある。のぼりもあればくだ りもある。思案にあまる時もあろ う。

しかし、心を定め、希望を持って歩むならば、必ず道はひらけてくる。深い喜びも、そこか ら

生まれてくる」と。

また、有名なサムエル ・ウルマンの言葉にヒントを得た 「青春 とは心の若さである。信念 と

希望にあふれ、勇気にみちて 目に新たな活動をっづけるかぎり、青春は永遠にその人のもので

ある」な ど、多くの人の心を打つ言葉の代表的なものです。

幼少時代か ら苦労をして一代で多 くの人の力を得て、まさに世界の松下幸之助といわれるほ

ど有名になった人です。今回、資料 として、「創立者と松下幸之助の共通点 ・相違点」を用意 し

ました。その中で15点 ほ ど挙げました。

第1に 、「生い立ち 小 さい頃から苦労をしている」こと。第2に 、どのような 「転機」

があったのか。第3に 、「人間の可能性に注目」したこと。幸之助は、「人間は万物の王者」 と

いう言葉を使っています。また、創立者は、仏法の人間観、人間主義に立たれ行動 されていま

す。第4に 、「感動の言葉」。それぞれ載せました。第5に 、「誠実、謙虚な慈愛の行動」という

点です。幸之助は 「素直な心」を、一方、創立者は 「人の振る舞い」を第一においています。

第6に 、「高い思想性、哲学性」です。第7に 、「対話の名人」であった。第8に 、「言葉や振る

舞いが人の心を打っ。心の分かる人」という点です。多 くの人たちが幸之助 との出会いの中で、

それが人生の原点となっているとい うエ ピソー ドが大変多いということも共通しています。第

9に 、「数々の教育機関を創設 し、人材教育にカを入れる」とい う点です。幸之助は、店員 ・工

員養成所、晩年には、松下政経塾を開設 し、人材育成に力 を注いでいます。また、皆さんご存

知のように、創立者は、学園、創価大学、民音、富士美術館、東洋哲学研究所などを創立しま

した。そして、公明党の結党ですね。第10に 、「活躍」 として、幸之助は経済人、社会運動家、
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創立者と松下幸之助の共通点r相 違点
灘 欝雛 撚 　 雛灘躍灘難聾聾 翻翻藻 灘癒覇灘灘 雛纏難繊綴灘難 　

1
生い立ち一小さい頃から苦
労をしている

父の失敗。丁稚奉公。父の死。母
の死、一人思索と誠実な行動で血
の小便が出るような努力で一代で
世界の松下電器を創業。

体が弱く、海苔養殖、新聞配達、
長くは生きられないといわれなが
ら徹して学びぬき、青年部時代に
徹して戦い、世界の創価学会の第
3代会長として日夜激闘の中で、
世界広布の基盤を築く。

2 転機

若 くして事業 を起 こし、失敗 しか

ける。 しか し、使命 感 に立 ち天命

を知 る。終戦 とともに財 閥指定 を

受 け、公 職追放 の対象 に。PHP運

動 を開始 し、事 業で も危機 を乗 り

越 え、第 二 の創業 として 「産業人

の使命」 を発表

戸田先生との出会い。学会活動と
戸田先生の下で徹した薫陶を受け
る。(戸田大学)

3 人間の可能性に注目 人間は万物の王者 仏法の人間観。人間主義の語らい

4 感動の言葉

道 、青春 、素直 な心な ど 小説人間革命 新 ・人間革命

「自分 には 自分 に与 え られ た道 が

あ る。広 い時 もある。せ まい時 も

あ る。 のぼ りもあれ ば くだ りもあ

る。思案 に あま る時 もあろ う。 し

か し、 心を定 め、希望 を持 って歩

む な らば、必ず道 はひ らけて く

る。深 い喜 び も、そ こか ら生 まれ

て くる。」 「青春 とは心 の若

さで ある。信 念 と希望 に あふれ 、

勇 気 にみ ちて 日に新 たな活動 をっ
づ け るか ぎ り、青春 は永遠 にそ の

人 の もの であ る。」

「一人 の人 間 にお け る偉 大 な人 間

革命 は、や がて一 国の宿 命 の転 換

を も成 し遂 げ、 さらに全人類 の宿

命 の転換 を可能 にす る」 「戦

争ほ ど、残酷 な ものはな い。戦 争

ほ ど、悲惨 な もの はない」
「平 和 ほ ど、尊 きものは ない。 平

和 ほ ど、幸福 な もの はない。平 和

こそ、人類 の進 むべ き、根本 の第
一歩 で あ らね ばな らない」

5 誠実、謙虚な慈愛の行動 素直な心 人の振る舞い

6 高い思想性、哲学性

「人間を創る企業」との経営理念

を通して経済活動にとどまらず、
国家社会への貢献

「人間のため宗教」を基盤に平

和、文化、教育で世界に貢献。

7 対話の名人 聞き上手、対話で人の心を掴む 世界の識者と知性の対話

8
言葉や振る舞いが人の心を
打つ 心の分かる人

幸之助との出会いが人生の原点に
なっているエピソード多し

世界の創価学会は一人一人を思う
池田先生の行動によって作られた

9
数々の教育機関を創設し、
人材教育にカを入れる

初期 、店員 ・工員養 成所。(半 目

教育制 度)「 人 間 を創 る」企 業活

動。P}P研 究所 を通 した社会的活

動。 晩年、松 下政経塾 を開設 。人

材 の育 成 に尽力

創 価学 園(東 京 ・関西)、 創価大学

な どを創 立。民音 ・富士 美術館 ・

東洋哲学研 究所 な どの創 立。 公明

党の結 党。

10 活躍 経済人 ・社会運動家 ・教育者など 作家 ・詩 人 ・哲学者 ・教 育者 ・写

真家 ・平 和思想家

11 中国への貢献
経済交流で最初に道を拓いた日本
人

日中国交正常化を提言し、交流の
礎を拓いた目本人

12 主な著書

人間 を考 える、私の夢 日本 の夢

21世 紀 の 日本(小 説)、 指 導者の要

件 、人 間 としての成 功、君 に志は

あ るか、な ど多数

人間革命、新 ・人間革命など多数

13 晩年を戦い続ける

人間観の確立と実践 ・行動 世界の識者との徹底した対話

松下政経塾に全力投球 第二の草創期の創価大学への激励

中国との経済協力に自ら訪中 世界広布への指揮

14 師匠 自然そ の もの、衆知 恩師戸田先生、牧口先生の心

15 社会の変革 政治、国家の改革 人間革命
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教育者などであり、創立者は作家、詩人、哲学者、教育者、写真家、平和思想家であります。

第11に 、「中国への貢献」とい う点です。第12に 、f主な著書」です。第13に 、「晩年を戦い続け

る」とい う点です。第14に 、「師匠」。幸之助にとって師匠 とは、自然そのものであり、または、

衆知 と捉えていました。第15に 、「社会の変革」です。

幸之助の生い立ちから見ていくと、8人 兄弟の末子 として和歌山に生まれました。兄弟の6

人が早逝 し、苦労の幼少時代を過ごされました。9歳 で丁稚奉公へ行ってお ります。それは、

父の米相場での失敗が原因といわれています。母 と離れ離れになる時に涙を流したようです。

その後、幸之助は12歳 で父を亡くし、なんと18歳で母も亡くします。

その後、幸之助は20歳で結婚。そして、22歳 で独立し、松下電器製作所を創業します。幸之

助は、大変な苦労をしながら事業を拡大していきます。その時、唯一の肉親の姉も40歳 ぐらい

で亡くなっています。その意味では、天涯孤独な人生とい うことができます。しか し、幸之助

はこの苦しみを多くの人の力を結集して乗 り越え、人問 としての成功を勝ち取ったのです。創

立者 との人間 としての共通点は数多くあ ります。そこにあるように、青年期の苦労がしっか り

花を開いているのです。また、三洋電機創業者の井植歳男さんは、幸之助の奥さんの弟で、当

時、一緒に仕事を手伝 う仲間でもありました。

幸之助の有名 な言葉に、「血の小便を流す思いで」「若い時の苦労は買ってでもしろ」とあ り、

それは幸之助の人生そのものです。創立者もこの話を引かれ、よく青年に話をされています。
一部を紹介 しますと以下のように言われています

。

「小僧時代 には、血の小便の 出るほど苦労 した。人間、若い ころか ら苦労 しなければモ ノにな りま

せ ん よ。 苦労が肝心 です 」。松下 さん の一言 は、苦節 を耐 えぬ いた経験 に裏 打ち されてい るだけに重

み があ る。私は、 この話を、創価学会の若い世代 にも何度か言い聞かせた ものである。

(庶民の肌合い をもつ経 済人 松下幸之助氏 『心 に残 る人び と』 よ り)

よ く語 りあった松 下幸之助 さん の言葉 が、今 で も耳朶 か ら離れ ない。r池 田先生、や っぱ り、若 い

ときの苦労は、買ってで もせな、あきまへんな あ」 と。今の時代は、皆 、苦労か ら逃 げ よ うとしてい

る。 苦労す る ことを、時代遅れの よ うに思ってい る。ま た苦 労す るのが損 の ように勘違 い してい る。

そ うではない。 苦労は全 部、 自分 のた めである。甘 えよ うと思 えば、い くらで も甘 えられ る。"鍛 錬

なき時代"で ある。鍛錬 なきゆえ に自己が崩壊 し、 日本 とい う国自体 が、崩壊 の様相 を呈 してきた。

こ うい う時代だか らこそ、 自分か ら求 めて 「苦労 しよ う」 と自覚 した人 が得 をす る。何 もの にも 「負

けない」 自分へ と、鍛錬 しぬいた人が勝つ。

(青年には 「苦労」 こそ財 産、平成7年6月28目 『池 田大作全集』第86巻)

幸 之助 氏 を語 るエ ピ ソー ドは 大 変 に多 く、 ま た 、本 も数 多 く出 て い ます 。 ま た 、 『幸 之 助 発

言 集 』 だ け で45巻 もあ り、 い か に そ の一 言 一 言 に重 み が あ るか が分 か ります 。

戦 後 、財 閥 指 定 を受 け 、 公 職 追 放 の 危機 を乗 り越 えま す 。 何 も悪 い こ とは して い ない と、 ま

ず 、PHP(PeaceandHappinessthroughProsperity「 繁 栄 を通 じて の 平 和 と幸 福 」)運 動 に着

手 し、 そ の後 、有名 な松 下政 経 塾 な ど、社 会 教 育 の分 野 で も多 くの 人材 が 育 て て き ま した。

衆 知 を結 集 して 、 経 営者 と して 大 成 功 した だ けで な く、 庶 民 の 心 を もち 続 け 、 多 くの 人 の 心

をっ か み 、感 動 を与 え 、 「人 間 と して の道 」 を求 め抜 い た 人。 一 言 でい う と、 「偉 大 な る凡 人 」

とは 、木 野 さん の表 現 で す 。私 は 、幸 之 助 に っ い て調 べ て き ま した が 、ま さに 、 「人 を 育 て 、人

を創 る人 間 リー ダ ー 」 と呼 ぶ の に ふ さわ しい人 だ と思 い ます。
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創立者はまた次のようにも幸之助氏のことを語っています。

私 は、松 下氏にお会いす るのが、いつ も大きな楽 しみであった。必ず学ぶ ところがあったか らであ

る。 出会 いの一つひ とつに深い歴史 を刻 むこ とができた。

"立志伝中の雄"で あ る氏は
、常に誠 実その もののお人柄であ った。 どんな ときで も、い さ さか も

礼節 を粗 略にされ なかった。

(今を戦 うビジネ スパ ーソンへ 「ビジネ ス とリーダーを語る」

『ダイヤモン ド セ ール スマネージャー』2004年5.月 より)

また、人柄 とい う点では、創立者は次のように語 られています。

(松下氏は、)話 し上手 といえば話 し上手、聞き上手 といえば聞 き上手である。淡 々と した言 々句 々

のなか にも、 さ りげ なく深 く真理 を語 れ る人で ある。一 を聴 いて十 を知 る人 とは、 この方であ ろ う。

今の 日本には得難 い人物であ るこ とを、私は直観 した。

(『心に残 る人び と』 よ り)

また、謙虚な人物 という点で、創立者は次のように語 られています。

事実、私 よ り三十 も年 上で、経験 も豊 かな松下 さんが、私 の よ うな若輩者 の言葉 にも じっ と耳 を傾

けてくだ さる。その謙虚 な姿 に、深 く心打たれ るものがあった。

人事 を どうみるか。後継を どう育てるか、な どの人材論 で意 見を求 められた り、求 めた りした もの

であった。

(『心 に残 る人び と』 より)

2.幸 之助 と創立者 の出会い

次に幸之助 と創立者の出会いについて述べたい と思います。これにつきまして、以下の年表

を参照 して下 さい。これは、今回克明に調べて年表 としてまとめたものです。

今回、最初に申し上げておきたい事は、創立者は実に幸之助の晩年に出会ったにも関わらず、

なんと20回以上の出会いを重ねているとい う点です。おそ らく記録に残っていないものを含め

ると、たぶん30回近 くになると思います。

この年表に、丸数字で番号が打ってあります。それは、間違いなく記録に残っている、創立

者 と幸之助の 「出会い」と考えていいかと思います。この点を秘書の方にも確認 しました。そ

こで、私は 「これだけ出会いを重ねた人は、いらっしゃったのでしょうか」とお尋ね しました。

秘書の方は、「仕事上の付き合いでは、当然ありました。しかし、それ以外で、これほどの出会

いを重ねられた方は、池田先生以外、おそらくいなかったでしょう」ということです。経済界

と精神界のリーダーであるお二人の魂が、まさに、噛み合 った歯車のような出会いだったに違

いあ りません。

それではその出会いについて、エピソー ドな どを交えてお話をしてみたいと思います。 どう

ぞ、この年表をご覧下さい。
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年表 松下幸之助と創立者の行動
難雛灘 簸鐡織鱗灘鎌難 灘 難灘麹灘1鐡撚灘難懲鑛灘灘懇鐡騰難灘雛磁灘繕灘購鑛雛購灘購購欝灘雛 鵜

1966(41) 11/
政経塾構想を発表した
が、反対や思いとどまる

ようと言う声がほとんど

1967(42) 10/15 ①初めての出会い 東京文化祭に出席 72 東京文化祭に出席 39

役員の真心こもる親切な

応対と素晴らしい文化祭
に感動。さらに三度も伝言

をされ、どこまでも人間を

大事にされる池田氏の心

配りに感動

12/ PHP研 究所 移転

1968(43) 4/ 創価学園開学
9/8 日中国交正常化提言

1970(45) 11/12 難 「これから最終便で東京

に参ります。」との丁重

なご挨拶

75 42

1971(46) 2/2-8/9 C.カ レルギー 対談 サンケイ新聞で連載

4/9 創価大学開学 43

4/28 ③大石寺 桜の植樹 幸之助から会いたいとの

申し出があり、富士宮まで
駆けつける

祭(初めての語らい)

初 冬11/17
④京都 松下茶室

政経塾の構想 76
健康を考え、即座には賛

成しかねた

最高のもてなし(前日から
の準備)の上、6時間にお

よぶ対談
魎

1972(47)

5/5 トインビー対談1

8/
「人問を考える一新しい

人間観の提唱一」発表
読後感想「人間への宿題
として」寄稿

9/ 日中国交回復

10/12 (正本堂落慶)

1973(48)

4/11 ⑤入学式に参加 77 関西創価学園開学 44

4/12
⑥松下電器本社訪

ほぼ一 日幸之助 自ら案内髄
4/19一 ヨー ロツパ 指導 へ

5/15 トインビー対談2

8/11 ハワイ指導

10/ 第一次オイルショツク 78 45

11/26 ⑦懇談(信濃町) 鱗灘懸麟
鐡購灘蘭騰鎌

往復書簡の発案
往復書簡始まる(松下147

池田160回答)

1974(49)

1/29

1/26一 香港
3/7-4/13 南北アメリカ38日 間
5/29-6/16 第1次訪中 46 松下秘書から質問が届く

夏 大学中心に夏期講習会
8/31 灘纏纏雛 雛雛難灘灘
9/5 ⑧対談(聖教新聞社)

騒織 、灘灘 繊9/7

9/8-18 初のソビエト訪問

10/11
懇雛難雛
鑛灘 懇欝.

79 46
年内で終了の予定(幸之

助が直談判)

12/2-6 第2次 訪中 周恩来首

相 ・郵小平副首相と会見

12/10 鯉 80
国内国際情勢について意

見交換

1975(50)

1/
『人間を考える』に「真
の人間道を求めて」を

追加し発刊

1/10

「週刊朝 日」で「新春

放談(上)」掲載 下は
17日

47

3/20 トインビー対談21世 紀
の対話 刊行

4/14-22 ⑩見送りに空港へ
第3次訪 中 郵小平副

首相と会見

5/8一 第2次 ソビエト訪問
6/24 ⑰会談

灘 難灘鍵難6/271麟 灘灘 6/30経 営幹部への話の

中で紹介
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1975(50)

8/4 ⑫創価大学で懇談
創価大学への寄付 夏期講習会にて

「日本の大学は、数は、よ

うけありますが、どれだけ

『人間』を育てておるかどう

か。きょうは、創価大学に

来させてもらって、非常に

清らかな電波というか、そう
いう波を体に感じます。心

がきれいになって、元気が ¶

出ます。この大学で勉強

する人は幸せですな」

懲

10/6 ⑬関西創価学園第 回 鼓笛隊の歓迎 お誕生 日

を祝う健康祭前夜祭に来学
π 噌 閉

獺 満`溺 』 礁

10/25蒙
^静

帽了F㍑ 醇

11/9
⑭創価学会の本部総 循環型経済の話にじっと

耳を傾ける。会(広島)に参加

1976(51)11/ 『私の夢・日本の夢21

世紀の 目本』出版
81

感謝御添削 池田大作先
生12/18

1977(52) 82

1978(53)

1/31 ⑮懇談 新宿区内 83 、 50

政経塾構想再発表

5/15
屡承志中日友好協会
会長が訪問

8/12
日中平和友好条約
締結

9/11-21 ⑯見送りに空港へ 第4次 訪中

「ぜひ中国へも松下先生も

おいでになってください」
「必ずいつか行くつもりで

す」

9月,年 末 政経塾構想を書簡で

「それはぜひ松下先生の

おやりになるべき仕事で

す。日本の将来を担う人

材育成のために、ぜひお

やりになってください」

塾運営の不退転の決意が

にじむ書面をいただく

10/28 郵小平副総理が訪問

1979(54)

4/12 84
郵穎超女史と会見
(迎賓館)

51

4/18 郵穎超女史訪問

4/24 会長勇退
6/21 松下政経塾開設

6/25/-7/4 第1次訪 中

1980(55)

4/21-29 ⑰見送りに空港へ 85 第5次訪中 52

10/12 第2次 訪中

12/10 ⑱会談 国際友好会 「素直な心」と揮毫幽
1981(56)

8/23 ⑲ハワイSGI総 会前
夜祭に参加

8/24
⑲ハワイSG聡 会に

86 53
麹

1982(57)11
日本国際賞準備財団を
発足

87 54
日本のノーベル賞制定を

目指して
一

1983(58)11/15 ⑳会談 聖教新聞社 88 55

日本の将来をはじめ核廃

絶、平和問題、人材育成
の教育論などについて語

り合う
一
1984(59)6/ 89 第6次訪中 56
一一一一

1988(63)

1/2 還暦に祝詞 93 60
もう一っの創価学会を作る

位の心意気で

1/8 松下国際財団創立

国際相互理解の増進と、こ
れに資する国際人の養成

を通じ、国際杜会に貢献

することを趣 旨として設立

1989(1)4/27 逝去94歳

1993(4)9/5 むめの夫人逝去97歳

参考資料 『池 田大作年譜1・H』

『関西広布史』

『心に残る人々』

『人生問答 上・下』

週刊朝 日『秘められた往復書簡が語る「生と死と愛」』1974(49).10-1975(50).6
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東京文化祭と関西文化祭

創立者 と幸之助の初めての出会いは、晩年であった幸之助72歳 、創立者39歳 の時であり、実

に33、4歳 の年齢差があります。まるで親子の関係 にも近い二人です。

幸之助は、創立者から東京文化祭への招待を受け、参加 されたことが初めての直接の出会い

といわれています。この出会いには、実は、いろいろな背景がありました。幸之助は木腎さん

を始め多くの方などの存在を通して、創価学会の若きリーダーである池田先生に大変に興味を

持たれていたようです。わずか会長就任10年 余 りで、創価学会は700万 世帯とい う巨大集団にな

りました。統率の取れた行動、そして、前向きな人生を生きようと喜々とされる創価学会 の方々

に、幸之助は文字通り 「素直な心」で何かを感じ取っていたと思います。

新屋さんがこんな話をして くれました。昭和32年 ごろの話だそ うですが、当時、関西では、

山でマツタケが採れたそ うです。新屋 さんはマツタケを食べに、幸之助 と何人かで行ったこと

があるそうです。その時、ある意地の悪い人が新屋さんに、「君、学会員やそ うやな、宗教に偏

ったらあかんで」と、幸之助に聞こえるように言ったそ うです。新屋さんが悔 しい思いをして

いると、幸之助がその人に対して、「君は何か宗教持ってるんか」と聞いたそ うです。その方は、

「いえ、別にあ りません」と。すると、幸之助は、「宗教 を持っていない君がそれをいう資格は

ないんや」 「創価学会は今、 日本で一番元気で発展している団体やないか」「なぜそうなってい

るのか学ばなあかんで」とたしなめたそうです。新屋 さんは感激 したことはいうまでもありま

せん。

また、木野 さんからは、次のようなお話をお聞きしました。木野さんが社長になってからの

3年 間は順調に来すぎてしまい、今後のことを悩んでいたそうです。その時、木野さんは奥さ

んから勧められて、信仰を本気になって始められたそうです。その結果、 どんどん会社が発展

していったのです。その時、木野さんは幸之助に呼ばれたそうです。幸之助の部屋に入 り、幸

之助は、「木野君、君は僕の考えで仕事をせんと、僕以外の人の考えで仕事をしてんのか。どな

いやねん」と言われたそうです(笑)。 木野さんは ドキッとしたそうですが、思い切って開き直

り、池田先生のことや創価学会のことを20分 ぐらい、必死で訴え、話 し続けたそ うです。その

時、幸之助はじっと最後まで聞いていたそ うです。最後、幸之助は何も言わないので、木野さ

んは、「いまや!」 と思って、「失礼 します」 と部屋を辞 してきた と言われていま した(爆 笑)。

このように、おそ らくいろんな人 との出会いを通 して、幸之助は創立者を大変に注目してい

たようです。実は今回、松下資料館で幸之助が創立者のことを語るテープを聞かせてもらいま

した。その中で、次のような話がありました。(趣 意)

「池 田さん は本業の活動 をや りながらや な、その傍 らに公明党 を作 り、他党が振 るわぬ中、国会議

員か ら市議会まで、多 くの議員 を構 えるようになった とい う素晴 らしい人や」

「そん な池 田さんが僕が訪問す る時、10分 前か ら玄関 に立っては るねん。何時に行 くといって、20

分前 に待たせて もらお うと思 って行 くと、ちやん と玄関に立って待 っていた。非 常に感 心 した。忙 し

くて寸暇 がないのに、『松下先生、 よ う来 て下 さいま した。健康 は どうです か』 と、本 当にいたれ り

尽 くせ りだ。外 に待機 している。立派な人だ」

そんなエピソー ドを聞くにっれ、おそらく幸之助は初めて参加 した東京文化祭の素晴 らしさ

と、創立者の人間のリーダーとしての姿勢に素直に感激 されたようです。この時の幸之助の思

いについて、『人生問答』の前書の文章に記 されています。
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この 目は、 ご多忙 の池 田 さん とは 目礼 を交わ したてい どであったが、そのかわ り、幹 部の方が池田

さん の意 を体 して 「よくお越 しくだ さいま した」とか 「いかがです か。なにか不都合 はあ りませんか」

と3度 も挨拶 に来て くだ さった。 なん で もない ことのよ うだが、十 万近 い人を集 め、数 千の人 を招 待

して多忙 をきわめてお られ るだ ろ う池 田さん が、 そ こまで心を くばってお られ るこ とに私は驚 いた。

そ してそ こに、 ほん と うに人 を大事 に し、人 間尊重 に徹 してお られ る池 田さんのお心 の一端 を見る思

いが して、非 常な感動 を覚 えたのである。

この若 さで、 このまま成長 されれ ば、将来 、国の発展、人心 の開発 に非 常に貢献 し、 日本の柱 とも

なる人だ と思 った。

(『人生 問答』の前書)

また、創立者は、『新 ・人間革命』の中で、その時の様子を次のように紹介 しています。

東京文化祭 の出演者た ちには、"生 の歓喜"が み なぎっていた。人生 の輝 きがあ り、人 間の賛歌 が

あった。それ は、平和 の光であった。

午後三時五十五分 、絢欄た る人問絵巻は、怒涛 のよ うな大拍手 と大歓声のなかに幕 を閉 じた。

この文化祭 を通 して、創価学会への深 い理解 と共感 をもっに至 った来賓 も多かった。

日本 を代表す る実業 家の松下幸之助 は、後 日の取材に こう答 えてい る。

「一歩会場 に足 を踏み入れ た瞬間か ら興奮を覚え、荘厳佳麗 な人絵や演技 が進行 していくにつれ て、

会揚全体が一っの芸術作 品のるつ ぼ と化 し、躍動 の芸術 とで もい うか 、筆舌 し難い美 の極致 とい う感

に打たれた。 これ も信仰 か ら自然 にわき出る信念 によ り、観覧者 を して陶酔境 に浸 らしめ、 自分 とし

ても得 るところが大なるものがあ り、感銘 を深 くした」

そ して、や がて、彼 と山本伸一 との交流 が始 ま り、後 に往復書簡集 『人生 問答』 を出版す るよ うに

なるのである。

(小説 『新 ・人 間革命』第12巻 「天舞」の章 より)

まさに、衝撃的な出会いだったようです。

幸之助の秘書の方から聞いた話ですが、実は、東京だけでなく、甲子園で行われた第1回 の

関西文化祭にもお招きをいただいていたようです。幸之助は行きたかったようですが、体調が

悪 く、行けなかった と秘書の方からお聞きしました。

それから、2回 目の出会いは、第2回 関西文化祭です。この時は、言葉を直接かわされたよ

うです。次のようにあります。

この時、松下 さん は途 中で静か に私 の席 までおいで くだ さり、 しゃがみ なが ら 「これか ら最終便 で

東京へ まい ります ので……」 と丁重 なあい さつを され た。東京 に所用 があ り、時 間の ない なか を出席

され ていたのである。退席 されたのは、最終 の飛行便に間に合わせるためであった。

まだ松下 さん と直接 の触れ合 いはなかったが、なにか心 のなか に通 じ合 うものが芽生 え、育 ってい

った。

(『心に残 る人び と』 より)

初めての語らい 桜の植樹祭

次に、創立者 と幸之助 との初めての語 らいとなった、桜の植樹祭の話 に移 りたいと思います。

実際に、創立者 と幸之助が会い、ゆっくりと語り合われたのが大石寺での語 らいでありまし

た。桜の植樹祭で野点の席を共にしたと言われています。その後、法主になった日顕が嫉妬に
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狂い、この桜をほとんど処分 したのは有名な話です。残念ながら、この時に植えたこの桜は、

今は跡形もないのでしょう。

この時の出会いについて、創立者は次のように語られています。

松 下 さん とゆっ く りお会い したのは、 この時が最初である。私 たちは初 めて、歓談 のひ とときを過

ごした。 「過 日の一刻 は、私に と りま して も、後世に残 る貴重な歴史 の 日となる と信 じてお ります」

一 私は、礼状に、率直な感慨 を したた めた。松下 さんか らもご丁重 なる手紙 をいただいた。 お手紙は

すべていまだ大切 に保管 している。

(『心に残 る人 び と』 よ り)

この時のエピソー ドもいろいろ聞きました。帰 り際には、幸之助は元気になって、「薬はも

う飲まない」「なんとしても21世紀まで生きるんだ。池田先生の言われている 『生命 の世紀』を

自分の目で見たいんだ」と語 られたそうです。

木野 さんからお聞きした話ですが、「幸之助に学生時代か ら親 しくご指導を受けましたけど

帰 りの2時 間、あんなに口数多く話をしたのは初めてです」といわれていました。

このように、幸之助の素直な心には、創立者 との出会いが一服の名画のように写ったようで

す。

京都 真々庵 と松下本社 訪問

次の出会いは、京都真々庵に幸之助が創立者を御招待されたそ うです。真々庵には、それま

で旧PHP研 究所があ り、幸之助が人材育成に全力で取 り組んできたところです。それにっいて、

創立者は次のように語 られています。

その年の初 冬には、京都 にあ る松下 さんの茶室 ・真 々庵 にご招待いただいた。奥 さま も同席 して く

ださった。 閑雅 な庭 園のたたずまいや、松下 さん 自らのお点前 を楽 しみなが ら、その含 蓄の ある言葉

を うかがった ことが、きの うの ことのよ うに思い出 され る。

(『心 に残 る人び と』 より)

この時のエ ピソー ドも大変多いのですが、時間の関係で御紹介できないのが残念です。

ただし、有名な話として、「打ち水をいっするか」 とい うことで、幸之助 と奥さんが議論に

なったとい う話があります。御夫婦で前日から泊り込みで準備 されていたようで、木野 さんも

当日の朝来てみたら、奥さんから遅いと怒 られたとも言われていま した。創立者を迎えるため

に 「いいタイミングで打ち水をするにはどうしたらいいのか」 とい う話 し合いが、御夫婦の中

で交わされたようです。これほど一人の人を大切にする幸之助の哲学にも感動いたしました。

その後、創立者が松下電器本社 を訪問された時のエ ピソー ドがあります。以下のように述べ

ています。

そくぶん

後で灰聞 した ことだが、松 下 さんは健康がかんば しくなかったのもかえ りみず、私た ちの見学予 定

コース を、事前に二度ほ ど自分 の足で歩 き、周囲の人 に指示 を し、 自 らチ リを拾われた、 とも うか が

った。隅々までに万全の態勢で 陣頭指揮 し、真心 をもって迎 えて くだ さったのであ る。

(『心に残る人び と』 よ り)
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人間 を考える ・21世 紀の 日本

そ して、その翌年には、幸之助はライフワークの一っである 『人間を考える』 とい う本を出

版 しています。これには、「人間こそ万物の王者である」との人間観をまとめて世に問うたとい

うことで、当時の日本で活躍する52人か ら読後感想をいただいています。その感想は届いた順

番にこの本に掲載 されています。私自身、この内容をまとめて、先 目 「『人間主義と企業経営』

への一考察 松下幸之助の人間観 と人間哲学 」とい う論考を書かせていただきました。

この論文は、短大20周 年記念の紀要に掲載の予定です。

創立者の 「人間への宿題として」 と題する感想が、『人間を考える』の中で2番 目に掲載 さ

れています。その感想を以下のように述べています。

人 間に とって、人 間を考 えるこ とは、永遠 にわた っての、私 どもの宿題 である。厳 しい社会の風波 と

戦い 、一つ の 山を登 ってなお、筆者 はこの命題 に取 り組 んだ。本書 が、現代人 の、ふ と自身 を振 り返

る糸 口になることを期待 してやまない。

(『人間を考 える』 よ り)

私は、これを読んで、他の人がずいぶん長文 を寄せているのに、わずかこれだけしか書かれ

ていないことに疑問を持ちました。そこで、「どうしてなんですか」と伺ったところ、どうも最

初は100字 程度 と決められていたようです。それで創立者は、それを守って書かれ、一番最初に

届けられたとのことです。創立者はそれを後まで気にされていたと、松下関係の方からお伺い

しました。これには、「真っ先に創立者に読んでもらいたい」との幸之助の気持ちがあったよう

です。

今回、一つの発見があ りました。それは何か とい うと、その後、幸之助はライフワークの一

つとして、『私の夢 ・日本の夢21世 紀の日本』 という小説を発表するのです。この本は当初、

800ページにわたる内容だったそ うです。年表でい うと、昭和51年11月 のところです。それ を皆

に読んでもらったところ、ページ数が半分になった とい う本だそ うです。この本のテーマは、

なんと 「2010年の 日本」なのです。なぜかとい うと、この本は1980年 を前提に書かれてお り、

幸之助は30年 とい う年月を一っの変化の区切 りと考えてお り、「20!0年を目標にこうあるべき」

とい う姿を描いたものなのです。私も読んでみま したが、残念なが ら、20!0年 が目前に近づい

てきた今、果た して、幸之助が夢に描いた 目本になっているか といえば、さまざまな点で異な

ることが多い と思います。しかし、人間を偉大な万物の王者 と信じ、その可能性にかけた幸之

助の生き方こそ、今、最も見直され、評価されなければならないものであるとも考えています。

そ して、発見とい うのは、我が創価教育研究センターが主催 した 「創立者著作 『翻訳書i籍1000

冊』展」に出品されたものの中に、『私の夢 ・目本の夢21世 紀の日本』があり、その本の表紙

の裏に幸之助が直筆で、「感謝御添削 池田大作先生」と揮毫 してあったのです。私は 「それは

どうい う意味なので しょうか。『人間を考える』と同じように、いろんな人に読んでいただいた

ので しょうか」と当時関わられた方に質問しました。その質問に対して、「実際、創立者に早速

読んでいただいて、い くっか添削をいただきました」 と。おそ らく、これは事実のようです。

また、これは 『人間を考える』とは違い、外部の方では創立者だけのようです。

このようなことは、多 くの人の知恵を結集する幸之助の生き方の中で、創立者に対して最大

の敬意 と信頼を置かれていたことの一例 と言 うことができます。
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往復書簡と人生問答

このように語らいを重ねるにっれて、人間的にも精神的にも魅かれていったお二人が、社会

や国家の問題について書簡で語 り合お うとい うことになりました。それが、今回30周 年を迎え

た、この往復書簡の始まりだったようです。

このいきさつについては、幸之助は次のように書いています。

それで、一度 ゆっ く りお話 ししてみたい と思 って いた ところ、幸いそ の後、機 会 を得、以来、心の

友 として親 しくしていただいている。いろい ろ忌慨な く意見 も申し上 げるが、お会 いす るたび に啓発

される ところが非常 に多い。

そ うい うところか ら、お互いに問答 とい うか、 自分の疑 問 とす るこ とを問い、それ に答 える ことも

有意義で はないか とい うことにな った。そ して、双方150問 ず つ出 し合 い、問いっ答 えつ した ものが

本書で ある。た またま 『週 刊朝 日』のお勧 めもあ って、そ の適切 な選 定に よ り、主 として時局に関連

あ る約3分 の1の ものが同誌に連 載 された。同時に人間 とか人生 とかいった問題 にふれた未掲載分 に

っいて も、お読み いただければ とい うこ とで、池 田さん とも意見 の一致をみ、 「人生問答」 上下2巻

として刊行 の運び となったもの であ る。

(『人生問答』 の前書 よ り)

この記事が出たのが、ちょうど30年前の一昨 日、10月11日 とい うことになります。それで、

今回、講演させていただいているとい うことであります。

当時の状況について、『週刊朝 日』に掲載 した記事の第1号 には、「往復書簡にかける松下老

の執念」とあります。以下紹介 します。

「最低、あ と27年 は生き ようと思 うてまんのや」

来月、満80歳 の誕生 日を迎える松下 さんは、いま、本気でそ う考 えている。

あと27年 す ると、21世 紀がや って くる。19世 紀 に生まれた松下 さんは、 どうや ら3世 紀 を生き抜 く

つ もりでいる らしい。

「池 田先生 とネ 、このえ らい仕事 をす るよ うになってか ら、体がす っか り丈夫にな りま してん」

池 田会長を知 り、書簡 を交わす よ うになったこ とが、21世 紀 をめ ざす はげみになった よ うだ。

少年時代か ら病弱だ った。鶴 の ように細い体の どこか らこの よ うなエネルギーが出て くるのか。不

思議なほ どの気力で、松下 さん は書簡の執筆 に取 り組んできた。

(『週刊朝 日』1974.10.11号 よ り)

この往復書簡は大変な作業であったそうです。松下側にお聞きしました ところ、創立者から

最初の10問が来たのは1月29目 になっています。松下側はそれを読み、意味をしっか りとらえ

て幸之助に伝え、そして、答えを引き出していかなければならない。幸之助はもう高齢でした

から。「幸之助はコンピュータみたいな存在なので、『インプットを正確にしなくてはならない』

と大変な思いをしました。また、池田先生からの質問が大変に難しいものもたくさんあって、
一生懸命勉強 しました」と語 られていました

。幸之助を囲んで、PHPの研究員が必死になって創

立者の質問を理解して、幸之助に伝え、そしてそれに対する返事を引き出してまとめるとい う

作業をされていたようです。

さらに、この往復書簡が始まった頃の創立者の行動を調べてみると、1年 間の内、海外へ100

日以上も行かれるとい う大変にハー ドなスケジュールなのです。この時、創立者は46歳 でした。
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この記事にも書かれてあるように、創立者は第1次 訪中をする時に、往復書簡を宿題 として持

って行かれています。お饒別かと思ったら質問だったと(笑)書いてあります。

お聞きした話ですが、創立者から来た回答がきちんと綴じてあったようで、松下側の原稿が

クリップで止めただけのものを見た幸之助か ら「先生からのご回答はしっかり綴 じてあるのに、

こちらはそれではいかんやないか」と注意をされた といわれていました。もちろん校正の関係

でそ うなっていて、正式のものは綴じてお届けすると説明されたようですが、幸之助がそ うい

う細かいところまで創立者に気を配って往復書簡は進められたようです。いずれにしても、8

月末ぐらいまで、わずか半年は目の回る忙しさで、皆大変だったとお聞きしました。

このエピソー ドとしては、実は最初、朝 目はどうも 「内容を編集 して、数回の連載で終えた

い」と考えて進めていたようです。 しかし、それを聞いた幸之助が異を唱えて、わざわざ朝目

新聞社まで自ら足を運んで、「後世のために、そのまま正確 に掲載 してもらいたい」との要望を

したそうです。しかも、朝 日新聞社の事情も当然考えられて、「もし、当初の予定を変更されて

穴があくなら、私が何か書きますので」 との暖かい配慮も忘れずにされてお り、これは幸之助

らしい1コ マだった と思います。

このようにして、全体の約3分 の1が そのまま掲載されました。そ して、この全体が 『人生

問答』として翌年発刊になりました。当時のベス トセラーになったようです。今回、『人生問答』

の内、 どの項目が朝 目に掲載されたのかも調べ、それを表にしました。また、どちらの質問な

のかも調べてみました。『人生問答』の目次にはこの点がありませんので。

このように 『人生問答』の全体を見ると、明らかにほとんどの分野はバ ランスが取れている

のですが、2っ だけ非常に異なる箇所があ ります。1つ 目は、創立者からの質問で、「宇宙と生

命 と死」の分野が多く、2つ 目は、幸之助か らの質問で、「政治に望むこと」が多いことが分か

ります。

幸之助にとって、おそらく政治に最 も興味を持ち、また、政経塾の構想を考えていたために、

この辺 りの質問が多くなったのではないかと思います。この資料を見ていただいても分か りま

す ように、『人生問答』では広範な分野に渡り、幅広 く意見を交換 されています。創立者はその

前年に、 トインビー対談を終えています。そして、創立者にとって、日本の経済界を代表する

識者 との対話の第一号が、幸之助との書簡だったのです。

どうぞ皆さん、これを活用 していただいて、読んでみたいなと思 う箇所をもう一度お読み下

さい。

『人生問答』は30年 前の話のように思われる方もいると思います。しかし、『人生問答』は、

世界に通用する経済界のリーダーである幸之助 と、そして、今 日までに170を 数える名誉称号を

いただ くとい う、まさに精神界のリーダーである創立者との対話であ ります。

この 『人生問答』は、その後の人間 としての語 らいを考 えると、今 日にも、そして100年 先

にも通ずる素晴らしい内容です。

今回、ビジネスエシックス とい う今の経営学の最先端の分野で活躍する卒業生のN君 ともこ

の内容について話しま したが、今の課題をすべてきちんと抑えてあ り、30年 前に書かれた とは

思えないとのことでした。

教育とい う点で考えると、当時、創価学園、創価大学、関西創価女子中学 ・高等学校を創立

された創立者は、非常に示唆に富む話をされています。右側の第8章 「何のための教育か」と

い う項 目だけお読みいただいても、それが理解できるのではないでしょうか。例えば、幸之助

から、私立大学の特質、創価大学の精神と実践などの質問がなされてお ります。
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・1雛 鎌 雛

1・燗 懇 の蕨 は.
麹.・

i5私 心を芸 って蛋きる 一一`

16素 直な心

t8感 謝の心

ig自 然の恵み

22煩 悩をどう考えるか

23日 に新たな精神

25健 康であるために

27世 間をどうみるな

30羅 懸 蟹鍵 懸 灘

1死 をどう考えるか

7
」

ハ∠

0
り

3

1
1

崎
ー

ワ

」

2

3

PO

7

只
u

Q
》

[問]池田[答 」松下

人間内面の法則

人間の条件とは何か

唯物論と唯心論

生気論と機械論

欲望の種類

人間生命に内在する欲望

残虐性と理性

人間の差別

超ム類は出現するか

顯 、 難 灘灘 欝難綴
人間奪重のために
"人間革命"運動の評価

人生のコースのモデルぱ

普遍的な生き方

何のために生きるのか

._嬉 ・墾峯

出産と育児

女性の職業

羽 最 後 に悔 いなき人 生

12人 間 の 量ットー一・-

14・ 蟹 懇

17

20

211

24

26

28

29

31

32

統一的な自我お持続

個人主義と利己主義

2

3

4

5

6

8

9

10

11

13

14

15

16

17

=駅覇 『

青年に期待するもの

信条について

歴史をどうみるか

灘 醗 が

影響を受けた人物

18生 命の人工合成は可能か

i;羅鑛
5

6

7

8

9

0

1

2

2

2

2

2

2

3

3

3

鰹 翻難 懸 灘 魑'
死後の生命
「肉体離脱体験」とは何か

死後における身体

転生の可能性

藷、灘1'難 鐡灘
生命の発生

進化論をどうみるか

人類の誕生

生命内奥の探求を

部分的生命と全体生命

生命現象の重層性

生体現象の不確実性顯 鱗灘灘 難

現代生物学発展の方向

地球外生物の存在

地球外生物との共通点

物質究極の姿

灘 購轍醐麟灘璽
エントロピー増大の法則

エネルギー保存の法則

東洋医学の評価

… 一 一回 一 一一 一 一

質問事項
… 一囹一… 一一一 一一一一 一一一一

章 Na [問]松 下[答]池 田 Nα [問]池 田[答]松 下

4 1 共同意識の醸成 2 真の繁栄とは何か一
3 人間性・国民性・時代性 4 懸 灘 購羅 灘難
5 すべてが共存する道 8 福祉の理念とは何か

6 この地上に楽土を 9 老人問題の根本

7 社会福祉はどこまで 12 資本主義社会の問題点

10 適正な競争を行なうには 17 治安の乱れの原因

11 過当競争と政治 20 余暇をどう利用するか

13 自由と秩序の両立 22 人格的価値の基準

14 自由は行き過ぎか 24 新しいr恩」の考え方

繁

置0

0011

・購 欝灘
治安保持の方策

28

30

正義とカ

タテ社会の人間関係
栄
へ

18 法軽視の風潮 34 灘1穰 購.
の 19 消費者のあるべき姿

道 21 調和の本質

23 相互不信を取り除くには

25 普遍的な正義はあるか

26 カの正しい行使

27 平等と差別

29 現代における大義

31 民主主義を生かすには

32 民主主義体制について

33 才能と職種

35 経営者の資格要件

5 1 人間の本質と宗教 2 宗教と人生の関係一
3 宗派 ・宗団はさまざまでよい 4 宗教はどれも同じか

6 宗教戦争の原因 5 平和に果たす宗教の役割

古 8 「末法」の意味 7 世界宗教となった条件

薮 10 既成宗教はあきられたが 9 仏教をどうみるか

冒 12 宗教と政治の在り方 11 仏教書ブームについて

思 14 「縁なき衆生」 13 聖徳太子と仏教

想 16 創価学会発展の要因 15 仏教伝来の原動力
・

道
徳

つ
1

0
9

→Iiーイーり
る

,　 _懸 羅 懸 懸
「モーゼの十戒」の意味

道徳は実利に結びっく

18

20

22

宗教と文学 ・文化

倫理・道徳と宗教 の違い

哲学・思想 ・宗教の違い

23 善悪の判断基準 24 倫理・道徳をささえるもの

25 百年後の世界の思想は 26 形而上と形而下}一 一 一一 一一

團

『人生問答』(上) 質問数

章 タイトル 松 池 計

1 人間というもの 8 12 20

2 豊かな人生 14 18 32

3 宇宙と生命と死 5 27 32

4 繁栄への道 23 12 35

5 宗教 ・思想 ・道徳 13 13 26
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『人生問答』質問事項(下巻)
質問事項

章

6

政
治
に
望
む

こ
と

7

社
会
を
見
る
目

翫[問]松 下[答]池 田 No.[問]池 田[答]松 下

オ ド げな

'灘 欝鞭
13対 立と調和

14人 手は不足しているか

15懸 襯懸 墨璽7
16完 全雇用と労働意識

17株 式の大衆化

19灘 鋤懸 覆i=
22税 制 ・税率の基準

1政 治の目的は何か
ド ロ ロ う お

2fza 　
ゴ　 ゆへ　 ロ ズ 　 り 　 リロ

3民 間が政府にまかせた

4国 家権力と人民

5権 力行使の在り方

7国 民の声と政治
・'・tt9"t幕.1灘 縷8

灘 羅.・ 鑛・、 ・灘

1糠灘難鵜鍵 鍵灘
12代 議士の政治責任

13若 い議員が少ない理由

14政 治家の出身分野

t6選 挙運動の自由化

17笠uz讃 獺'謬s撚,灘

・8購 灘 難 鍵難,
19灘 、 懸 鑛灘 灘1
20政 党の対立と強調

21議 会に衆知を集めるには

22講灘 灘灘雛欝 藝灘
23派 閥の弊害

24,、 轡 懸 鍵轡

26政 治 の 生 産 性 向 上

28陽nt・ 、'馨

接 ・.彫301
・s

.,[,t,t .弊

1 -、t凶耀難 灘 灘 蟹 響!l攣
3物 不足と買占め

5治 にいて乱を忘れないために

7顯 鰹鍵醗 璽猛
8私 権と公共牲の対立

縣 脇F轟'駐
10

11

唇0

『0

7

0
り

6

4
1

り
』

り
』

2

法治主義の倒錯

2wa'・ ・

4.'1

6・ ・ …

95、',
ゆ ココ　コ 　 　　 かしへ に

12企 業の内部告発をどう思うか

,slig.ag.¥繍'wwt

20公 害の予測技術

21'sw雛
鰯___猛 』

4

「
0

(
0

Ω
U

ウ
」

9
」

9
」

n
∠

住宅・土地問題の解決

抜本的な土地対策は

革命芸術について

、 灘 灘'強 購

霊

3

5

6

7

9

1

3

1

1

1

嘘

ー

1

2

2

質問事項

[問]松 下[答 〕池田

23難

27人 種差別をなくすには

3

4

「
ノ

R
U

O
U

10

11

13

15

17

8

何

の
た
め
の
教
育
か

難

19壌

20'

22学 問の専門化と総合化

灘灘難欝
教育の改善すべき点

学問のための学問では

学問の自由・大学の自治

創価大学の精神と実践

私立大学の特質

.雛懸_難 騨 麹
学問研究を行なう体制

教育の普及と犯罪の増加

教師の選び方

1『 ・'.灘 ・}懸 難 難
' ・

、 灘 慧

一,__鍵

5

6

12

桝

16

18

21

23

24

脳 湯遵 ド灘鵜纏 灘 撹

懸・灘 灘 ・醗
毫而'_「 纏・ 難 謙

灘灘 灘騨
子供は誰のものか

性教育について

統合の原点に"人間の学"を

人間学構築への提言

科学の進歩に欠落していたもの

心の豊かさを生みだすには

精神の荒廃を救うには

物質的豊かさの陰で

心の成果を積み重ねるには

自然保護のために

人ロ過疎化の防止

大都市の過密解消

灘醗灘醗灘懇懇

[問]池田[答]松 下

科学の発展にともなう矛盾

新しい学問創造の指標

人間疎外の克服

消費文明からの転換

to哲 学の復興を

12;/

O

i
膠

PO

ワ
」

ワ
』

ウ
』

国家目標の設定

伝統の根底にあるもの

国際感覚を身につけるには

日申友好の姿勢

伝統をみる目

、嘱 聯馨 世界平和を目指す実践

天類の平和を築く道

平和というものの姿

世界と国家の在り方

国連の効用と未来

国家防衛の在り方

文武両道の国家
"愛国心"について

資本主義と共産主義の対立

平和を守る義務

國璽懸懸 籔 獅
嚢 聾 印 禦.

『人生問答』(下)

懸
世界連邦の可能性
"世界語"は必要か

醸

質問数

章 タイトル 松 池 計

6 政治に望むこと 25 5 30

7 社会を見る目 16 12 28

8 何のための教育か 15 9 24

9 現代文明への反省 13 13 26

10 日本の進路 14 12 26

11 世界平和のために 11 13 24

上 ・下合計 157 146 303

籔

懸

一167一



創立者 と人 間 ・松下幸之助 一 人 を育て、人 を創 る人間 リーダーの語 らい 一

お聞きした話ですが、幸之助 自身、関西創価女子学園の第1期 生の入学式に参加し、その後、

数々の行事が催 された時にも来校 されています。実は、幸之助は卒業式にも参加 されたそ うで

す。その時、次のようなことがあったそ うです。「失礼ですが」と、卒業生に渡す引き出物と同

じものを受け取った幸之助は、翌 目、店長 を養成する学校の引き出物を調べるように言います。

そして、幸之助はその引き出物を確認 し、それが本当につまらないものだと知ると、皆 を叱っ

たそ うです。私は、その叱 り方が素晴らしいなと思いました。 どのように言われたのかとい う

と、「まず、気付かなかった私が悪いのだ。だから、皆もこれから気 をつけてやってくれや」と。

創立者の一人の生徒を大事にする心を幸之助は感じたのでした。

また、幸之助は創価大学に、その翌年の8Hに 訪問しています。

創価大学での出会い

では、資料をご覧下さい。そこで、創立者は次のように語られています。

昭和五十年(一 九七五年)の 八月四 目である。

大学の一角 にある茅葺 きの 「万葉 の家」 に、遠 くか ら、若い人たち の歌声 が、夕風に乗って、かす

かに聞こえてきた。

キ ャンパスでは、全 国か ら高等 部の代表 が集ま って、夏季講 習会が行 われて いた。 陽が落ちて も、

なお昼 間の熱気が残 っていた。

その前、松下 さんの到着 を、鼓笛隊が演奏 で歓迎 した。

「よろしゅ うおます な あ」

「結構 ですな あ!」

相好を崩 して、感嘆 しき りである。

松下 さんには、気取 りとい うものがない。

「庶 民の王者」 とい うべきか。お会い していて、い ささかも風圧 を感 じさせない人徳があった。

ざっ くば らん であ りなが ら、 しか も礼節 の人 である。

「万葉の家」 でも、 どんなにお勧 めして も、上着 を取 られ ない。足 も崩 さない。

この時、八十歳で ある。

三十歳以上 も年下 の私 に対 し、手 を膝の上 に置き、背筋 を伸ば して端座 したまま、いつもの柔 和な

微笑 をたたえて歓談 して くだ さった。

鋼 のよ うに 自分 を鍛 え上げた"見 事 なる人間"の 姿が、そこにあった。

「日本 の大学は、数 は、 よ うけあ りますが、 どれだ け 『人 間』 を育ててお るか ど うか。 き ょうは、

創 価大学 に来 させ ても らって、非常 に清 らか な電波 とい うか、そ うい う波 を体 に感 じます。 心がきれ

いになって、元気が出ます。 この大学 で勉強す る人は幸せです な」

松 下さんが言 うと、お世辞でな く、心か ら言われていると感 じるのが不思議である。

(「事業は人」 と説いた松 下幸 之助氏 「世界の指導者 と語る 第4部 」

聖教新聞2000年7月8日 よ り)

幸之助自身、若 くして店員養成所を作 り、人を育てることを企業の成功の条件として命がけ

で取 り組み、晩年は政経塾の構想 をずっと温めてきました。教育の分野でも、同じ様な思いで

実践をされてきた創立者に様々なことを学びたい、と謙虚に素直に話をされているように感 じ

るのは私だけでしょうか。
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松下政経塾について

この政経塾は、幸之助の晩年の執念にも似た取組の一つです。

昭和41年 に初めて構想を発表 した時、年表にあるように、反対や思い とどまるようにとい う

声がほとんどだったようです。それで、幸之助 自身、一度挫折 しそ うになるのです。その後、

その構想 を懐で暖めながら創立者 との出会いの中で、真々庵で初めてその話をされたよ うです。

しかし、創立者はその時、幸之助の健康面で反対 されます。そのことにっいて、創立者は次の

ように語られています。

「政経塾」の構想 に、私は、す ぐにでも賛 同したかったが、一点だけ心配 があった。

松 下 さんの健康である。

「人材 の育成」一 これ ほ ど命 を削る仕事 はない。人生最後 の事業 を 「教育」に焦点 を置かれた の

は、 さす が松下 さん であったが、病弱の体 を押 して"世 界の松下"を 一代 で築 かれ た労苦を思 うと、

私は即座 には賛成 しかねた。

もっ と、 もっと長 生きしていただきたかった。

しか し、松下 さんの信念は 固かった。私 も折れ ざるをえなか った。

「お心は、 よくわか りま した。た しかに、松 下先生 のおや りになるべき仕事 です。 日本の将来 を担

う人材 の育成のため、ぜひおや りになってくだ さい」

私を総裁 にとの、 もったいないお話もいただいたが、その任 ではないので丁重 にお断 りした。

その後 も、会 うたびに、熱心 に塾の構想 を語 られた。

意見を求 め られ、私は、 いくつかの教育機 関を創設 した経験か ら、率直にお話 しした。

「一期生 とい うものは、集 め る側の意欲 もあって、比較的いい人が集ま ります。 したがって、『毎

年、一期生 をとる』決 心でおや りになってはいかがで しょう。一期生 を鍛 え抜 き、その一期生 が母校

に帰 って きて後輩を訓練す る。そ こか ら人材 を繰 り返 し広げていって、 良き伝統 を築 いていくわけで

すp吉 田松 陰の 『松下村塾』 も、いわば一期生 しかつ くってお りません」

塾 の路線 について、「"国家"よ りも"人 間"を 前 面に主張 したほ うが、 よろ しいのではないで しょ

うか」 とも申 し上 げた。

(「世界の指導者 と語 る」 よ り)

そして、創立者はまた次のように語 られています。

昭和53年9Eに は 「松下政経塾」の基本構想 を発表 した とい う書簡 をいただ き、そ の年 の暮れ には、

塾運営 にかける不退転の決意 を穏やかな行文にに じませた書簡 もいただいた。

(『心に残る人び と』 よ り)

幸之助はいよいよその実現に全力を挙げ、昭和54年6E21日 に開設 します。幸之助はなん と

84歳でした。幸之助みずから塾長 となって、泊 り込みで1期 生の育成に当たられたようです。

ただし、幸之助は晩年、喉がかすれて しまい、話がなかなか聞き取れなかったそうです。それ

で、秘書の方がいわば通訳をしていたそ うです。しかし、創立者 との懇談の場合は、「全部、分

かりますよ!」 と言われ、秘書の通訳なしで創立者は全て理解されておられたそ うです。それ

ほど、創立者 と幸之助との心が通い合っていたのだなとい うことが分かりました。

晩年の命を削るような政経塾での教育方式も議論 と研究を中心にして、今日では政経塾出身

のリーダーが数多く活躍する時代にもなりました。松下政経塾1期 生の中からも幸之助氏か ら
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創立者 と人間 ・松下幸之助 一 人 を育 て、人 を創 る人 間 リーダーの語 らい 一

直接薫陶を受け、現在、公明党 ・神戸市議会議員 として活躍をされている吉田謙治氏(大 阪大

学法学部卒)が お られます。

時を同じくして、今回、創価高校、創価大学の1期 生から国土交通大臣が、そして、政経塾

出身の金融大臣がそれぞれ初めて誕生 しました。今日、創立者 と幸之助が夢にまで見た2010年

を目指して、国家のため、世界のために貢献する時代を迎えています。また、短大からも女性

の代表が国会議員になりました。教育にかけた幸之助と創立者 との出会いが、今 日、このよう

な一っの形をっ くることができたことに、私は感激で一杯です。

今、第二の草創期 といわれる創価大学に、晩年の創立者はまた、命がけで人材育成に臨んで

いられます。そして、先 日も 「もう一つの創価学会を作るぐらいの心意気」 との決意を創立者

自身が語られました。私もびっくりしました。実はこのことについてはこうあ ります。

逝 去の前年(昭 和六十三年=一 九八八年)に は、還暦 を迎 えた私 に、心温 まる祝詞 をいただいた。

「お健や かに、六十歳 のお誕 生 日をお迎 えにな られ、心か らお祝い 申し上 げます。先生に は、 お体

も、お心 も、若 さに溢れ てお られ、 とてもこ還暦 には思 われ ませんが、本 目を機 に、い よい よ真 のご

活躍をお始めにな られ る時機到来 とお考 えになって頂 き、も うひ とつ 〈創価学会〉 をお作 りにな られ

る位 の心意気 で、益 々ご健勝 にて、世界 の平 和 と人類 の繁栄 ・幸福のた めに、 ご尽捧 とご活躍 をお祈

り致 します」

「も う一つ創 価学会 を」一 松下先生 らしい気宇壮大なお言葉であった。

(「世界 の指導者 と語 る」 より)

今、77歳 を目前にした創立者ご自身が再びこの決意に立って語 られたことは、幸之助 と創立

者の麗しい励ましの絆そのものはないかと思います。後継の人材である私たち創価教育に集っ

たメンバーが、その心意気を継いでいく事が大切なことであると思います。

中国への貢献

最後に、「中国への貢献」についてお話 します。

今回、幸之助 と創立者の出会いを調べていて、もう一っ気がっいた点があります。それは中

国への友好とい うことです。当時、創立者は、皆さんもご存知のように、中日国交正常化提言

を行い、中国への道を第一に拓いた日本人であ り、第1次 から10次まで中国へ訪問 します。今

回、調べて分かったことですが、幸之助は創立者が第3次 訪中、第4次 訪中、第5次 訪中と、

っま り、創立者が関西から中国へ行かれる時には、必ず空港に見送 りに来ていました。その時

の話が次のようにありました。

昭和五十三年九月 、私 は四度 目の中国訪 問に、 大阪空港か ら飛び立 った。 その折 り、松下 さん がわ

ざわ ざ空港まで見送 りに駆 けっけて くだ さった。お疲れ の様子 で声 もほとん ど聞 きとれな いほ どであ

った。

「ぜひ中国へ松下先生もおいで になって くだ さい」 と申し上 げた。

「必ず いつか行 くつ もりです」

聞き と りに くいなかにも厳 とした響 きが胸 に残 った。年齢 も今 では八十歳 を越 え られ、枯淡 の味の

なかに、 さすがにその 目や物腰には経 済界 の大御所 らしく人 を惹 きつける ものがある。

(『心に残 る人び と』 よ り)
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そして、その言葉 どお り、その後、中国か ら経済への貢献 と交流の話があり、なんと、幸之

助は84歳 で自ら中国に行きます。これは年表にあるように2回 も訪中しているのです。これに

ついて、私は調べている途中ですが、今の発展する中国ではありません。経済的にはまったく

わか らない当時の中国に対 して 「中国の経済発展のために」 と、何の保証もなく、また、果た

してそれが成功するのかどうかも分からないような中、当時で100億 円というお金をニュー ヨー

クからわざわざ調達 して、合弁企業を設立するという意欲で取 り組まれたのです。2回 目の訪

中の時には、幸之助自らの強い意欲で、わざわざこの調印をするために出かけています。

現在中国では、創立者は日中国交正常化を最初に提言 し、中日交流の礎を切 り拓いた日本人

と認められています。また、幸之助は経済交流で最初に道を拓いた 目本人 と認められているの

です。中国側が発刊した写真集に、このお二人が載っているんです。

実はこの夏、短大のゼ ミ生 と当時、幸之助が進出したといわれる中国第1号 のブラウン管工

場BMCCに 行ってきました。皆さんもご存知のように、SARSで 大変だった工場です。幸之助が経

済交流で真っ先に中国に行き、何の保証もないのに投資 して作った、記念すべき工場で した。

大変な苦労をしながら、天安門事件やさまざまな事件を乗 り越えて松下グループ60箇所以上 と

なった中国進出の先駆けになってきました。SARSで 大変な苦労があったと聞いていますが、そ

の後、行って驚いたのは、すごい発展ぶ りで した。SARSの 危機であったにもかかわらず、日本

人スタッフは日本へ帰国せずに踏み とどまって、必死で従業員を励まし、乗 り越える姿が共感

をよび、今やなんと年間1000万 台を超える生産体制を作るまでになったと言われていました。

ここにも、まさに幸之助の精神がまさにDNAの ように,E、ついていました。

この 「中国 と幸之助」も私のテーマの一つになっています。

その他の出会い

その他の出会いとして、幸之助は、広島の本部総会に参加 しています。その時、創立者は初

めて、「循環型経済」とい う話 をされ、幸之助はじっと聞かれていた というお話もお聞きしまし

た。また、ハワイのSGI総会にもわざわざ行かれて参加 されています。その時、幸之助は86歳 な

のです。今 日は時間の関係で省略しますが、それぞれ数々のエピソー ドがあったようです。

以上、お二人の出会い と語 らいにっいて何点か述べてきましたが、最後に、創立者が述べ ら

れている言葉をもって、今 日の講演のまとめとしたい と思います。

経済界 と、精神界 と一 。私 たちの立場は異 なる。 しか し"人 間 ・松下"の 目指す ところと、それ

にか ける情熱 とは、すべ ての指導者 の胸 中に高 く共 鳴 しているといってよいのではないだろ うか。

時代 が人物 を生み 、人物 が時代 をつくる とすれ ば、 昭和が生んだ優れた経 済人、松下 さん には、 日

本のた めに も、世 界のた めにも、 さらに長寿であっていただ きたい。

そ して、松 下 さん が、学歴 も問わず、家柄 も問わず、一個 の男子 と して 自身の信念で偉業 を成 し遂

げ られ た と同 じよ うに、 これか らも多 くの次代 を担 う青年た ちもまた、一人 の人 間として、それぞれ

の偉業 を成 し遂げゆ くことを祈ってや まない。その先達 の一人が松下 さんであると思 うか らだ。

(『心に残 る人び と』 より)

このように、晩年を 「人聞教育」に、「アジア」に、「人間観の確立」にと全力で駆け抜けた

松下幸之助の人生。そして今、晩年、創価教育を中心に青年の人材育成に全力を尽くし、未来
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創立者 と人間 ・松下幸之助 一 人 を育て、人 を創 る人 間 リー ダーの語 らい 一

を作る創立者池田先生。ともに、人間のリーダーとしての生き方 ・輝きは今もなお、共鳴し続

けています。人間にとって、「人生をどう総仕上げするか」とい う課題にも、このお二人の生き

方を手本として考えることができるのではないで しょうか。

私も創立者の元で学び、人生を生き抜いた一人として、これから自分自身のライフワークに

全力で挑戦することをお誓いし、本日の講演とさせていただきます。ご静聴、大変にあ りが と

うございました(大 拍手)。

(本稿 は2004年10月13日 の講 演 に加 筆 ・訂 正 した も の です 。)
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